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１． 前回会議の要旨

1

・佐用町における被害の教訓と現状での取り組みについて
・千代川におけるソフト対策（案）について

第3回会議 議事概要

主な意見

・佐用町の対策で、地域ごとの監視員をどこに配置するのか、具体的にわかれば教えてほしい。
(→検討段階であり、具体的には未定である)

（佐用町における教訓と現状での取り組みについて ）

【訓練・学習】
・防災訓練の道具は、今後、どう整備していくのかが課題である。鳥取市が援助するのか。
（→土嚢については、鳥取市が各地区へ配布している。）
・鳥取大学の松見教授が避難行動についてのシミュレーションを作成しており、シミュレーションを見ながら、各地
区で議論してはどうか。
・千代川を改修してきたが、河口の付け替えなど、昔と今の千代川の安全度を対比したものはないのか。

【情報】
・洪水時の河川の情報を把握する手段はないのか。
（→警報が発令された場合は、トリピーメールで情報が受け取れる。）
・災害時における関係機関および市民への情報伝達ルートを提示して欲しい。
【役割分担】
・地域ごとの防災マップを作成する時や企業との連携、民間の避難場所の活用など、コーディネーターが活躍す
ると効果的ではないか。
（→鳥取市には、2名の防災コーディネーターがおり、自主防災組織の指導等を行っている。）
・国、県、市の取り組みを地域に対して周知していく必要があるのではないか。

（千代川におけるソフト対策について）



２

 

本本川川付付替替（（捷捷水水路路））
((TT1155～～SS66)) 

袋袋川川付付替替((新新川川開開削削))  
((SS33～～SS99))  

付替以前の河道

河河口口のの付付替替ええ  ((SS4499～～SS5588)) 

大大路路川川合合流流点点付付替替  
((HH1100～～HH1133)) 

・古くは鳥取平野を大きく蛇行し流下。鳥取平野は水はけが悪く沼沢地が拡がる。
・千代川(国管理区間）の堤防整備率(完成堤の比率：H22.5現在)は、約７割となっているが、約３割の区間で堤防
幅、高さ等が不足している。

現在の河口（H16.2時点）

河口付け替え前(昭和50年頃）

日本海

片山堤

河原堤

稲常堤

円通寺堤

胡摩堤

助け堤

国安堤

茶屋叶堤

宮ノ下堤

町屋堤今在家堤

古海堤

亀井堤

秋里堤

賀露堤

晩稲堤 江津堤

浜坂堤

新田堤

小松原堤

袋川堤

松原堤

田島堤

服部堤

千代川水系の過去の主な治水対策千代川水系の過去の主な治水対策

胡摩土手法面の石積

江戸時代頃の堤防

１. 前回会議の要旨（千代川の改修の経緯）

慶長・元和（1600年頃）の改修

堤防・輪中堤の築造、農地を遊水地として活用

河口の付け替え（S58通水）

大正15年より流路の直線化等の改修事業に着手



３

１. 前回会議の要旨（ あんしんトリピーメールの登録方法）



２． 各地区の次年度の取り組み

４

・古海、服部に排水ポンプが設置されている
が、浸水を想定したシミュレーションを示し
ていただきたい。
・菖蒲地区が浸水の危険性が高い現状に鑑み、
同じくシミュレーションをお願いできないか。

・緊急避難時の通報のために、マン
ション等高層建築物屋上にサイレンを
設置して欲しい。
・鳥大松見教授の地域住民の避難行動
シミュレーションを作成して欲しい。

・避難所としての民間施設の借用方法。
・地区公民館に地域防災倉庫の設置を
予定しているが、規模・内容等予定面
も併せて検討中。
・どのような事業をするにも、予算面
で限りがあり、現状ではまちづくり協
議会・地区自治会の予算の一部を利用
するしかない。（年間１０～２０万以
内？）

４
．
そ
の
他

・平成２２年度に防災マップ（地震を対象）
を作成することにしており、平成２３年度に
は水害防災マップ及び安全マップの作成を予
定しているが、水害防災マップの作成に当た
り、掲載情報・記号、作成方法等について助
言指導をお願いしたい。
・各戸配布マップの印刷経費について補助を
要望したい。

・明徳地区のみのハザードマップを作
成して頂きたい。（避難場所の関係で、
多少の周辺地区を加えて欲しい。（例．
ジャスコ鳥取店等））
・地区内の高層駐車場とは、全て避難
場所として契約し、その場所を看板で
表示して欲しい。（大丸、だいそう駐
車場）

・地域内２箇所に、避難所一覧表の看
板の設置を鳥取市に要望中。
（この看板を基に、より詳細な防災マ
ップを作成し全戸配布する予定）

３
．
地
域
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成

・実施予定・９月の地区総合防災訓練に、講師を
派遣して欲しい。

・実施予定２
．
地
域
で
の

防
災
訓
練

・防災事業の充実を図るため、防災訓練、
マップ作成会議等に併せて防災学習会を開催
できたらと考えている。その際の講師・指導
者の派遣をお願いしたい。

・水害対策として、常備しておくもの、
最低限必要なものを教えて欲しい。
・継続的に水防意識を持つための啓発
活動のツールは何か。

・平成２３年３月４日に「防災危機意
識に関する研修会」を開催。
（鳥大松見教授による洪水発生時にお
ける地域住民の避難行動についてのシ
ミュレーションの説明報告をうけ、問
題点などについて討議を予定。）

１
．
防
災
学
習
会

大正地区明徳地区富桑地区ソフト
対策



２． 各地区の次年度の取り組み（防災学習会等の事例）

５

大正地区での防災講演会の様子（H22）

美保地区での防災講演会の様子（H22）

子ども防災勉強会

 
あなたは避難所運営委員です。

ＹＥＳ （分けるように頼む）
ｏｒ

ＮＯ （頼まない）

避難所の小学校には、700人を超える人が
集っていますが、その２割程度の人しか水や
食糧をもっていません。小学校の備蓄は水
だけで、明朝まで食糧は届けられないとのこ
とです。あなたは、食糧を持っている人に、
みんなに分けるように頼みますか？

■子ども防災学習会ツール

○「千代川の洪水に備えて」

千代川の特徴や洪水被害を軽減するた
めのポイントを説明

災害時に遭遇する分岐点において、各個
人がどのような行動をとるかの意見を模
索するツール

懐中電灯 ペット

ボトル

ラジオ

お金タオルロープ

軍手 電池 くすり

「近畿・中国・四国地方の気候変動2009」（大阪管区気象台）より

折れ線は各年の開花日、直線は長期変化傾向を示す

年平均気温は100年あた
り約1.54℃の割合で上昇

薄い色折れ線は各年の平年の値、濃い色折れ線はその５年移動平均を示す

高知
大阪
広島

大阪
広島
高知

気温の上昇と桜の開花日の早まり

8

○防災カルタ
カルタの読み札が、全て
防災に関するものとなって
おり、楽しみながら防災学
習ができるツール

○近年の気候変動

近年の気候変動について、分かりやすく解説

○防災ビンゴ
子ども達に「非常用持出品」を9個記入させ、ス
ライドで一つずつ正解を写しだし、縦、横、斜め
のいずれか3つがチェックされればビンゴ

■防災講演会ツール

■クロスロードゲーム



２． 各地区の次年度の取り組み（地域での防災訓練等の事例）

６

高齢者疑似体験 炊き出し

水土嚢止水

車椅子講習

簡易担架 ロープワーク

応急処置

大正地区で実施された防災訓練の新聞記事（H22）



２． 各地区の次年度の取り組み（地域防災マップの作成手順(案)）

７

・印刷原稿を基に記載内容を確認し、校正

・市は防災コーディネータを派遣し、マップ作成の総括を行う。

校正
（マップ記載
内容確認）

・地域全体の地図上に浸水想定区域や土砂災害危険箇所等のハザードおよび

まち歩きで確認した事項の書き込み

・要援護者となる人の目線での意見を反映

マップ素案
作成

・地域の危険箇所や防災に役立つ施設等を確認まち歩き

・マップ作成の目的・趣旨や作成手順の説明

・千代川の特徴や洪水はん濫に関する情報を提供
研修会

概 要作成手順

■地域防災マップの作成手順(案)

避難に関する情報、危険区域の情報、
防災関係設備・資機材設置箇所等を記載

要援護者となりうる人、要援護者を支援する人の情報を記載

○兵庫県佐用町でのマップ記載例 出典：「支え合いマップ作成マニュアル」（佐用町）

○鳥取県が小学生を対象に
地域防災マップを作成

○ワークショップの様子(事例）



２． 各地区の次年度の取り組み（その他の取り組み事例）

８

■民間施設の避難所としての利用(事例）

○滋賀県草津市の例
災害発生時にA-SQUARE施設の平面駐車場スペースを一時的な
避難場所として無償で提供してもらう協定を結んでいる。

A-SQUARE施設

JR草津駅

○兵庫県芦屋市の例
東南海南海地震による津波に備え、民間マンションと協定を結
び、避難ビルとして指定している。

■緊急時の通報(事例）

○愛知県岡崎市の例
道路側溝などにセンサーを設置し、一定の水位に達するとサイレン
を鳴らし、警報を発するシステムを整備している。

○京都府福知山市の例
フロート式センサーを利用し、所定の水深もしくは浸水深を超過した
場合、LEDパトライトの点灯によりドライバーや住民に注意喚起を
行うシステムを整備している。

LEDパトライト



郵便局等

平成23年度

その他の地区等

4月

明徳地区

自主防災会 大正地区

富桑地区

1月10月7月3月

平成24年
度以降

気候変動にともなう防災・減災を考える会

国、県、市

時 期

機 関

３． 次年度の取り組み内容、ロードマップについて（ロードマップ案）

取
り
組
み
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

９

○研修会
（避難行動シミュレーション等）

地域防災マップの作成

防災講習会の実施

地域防災マップ(水災害を主とした）の作成支援

防災訓練(防災講習会等）

地域防災マップの作成

総合防災訓練（防災講習会等）

地域のネットワークを活用した防災活動等の広報

年間を通じて、関係機関等がソフト的な取り組みを行い、千代川流域住民の水災害に対する防災・年間を通じて、関係機関等がソフト的な取り組みを行い、千代川流域住民の水災害に対する防災・
減災意識の向上を図っていく。減災意識の向上を図っていく。

防災学習ツールの作成等

第１回会議 第２回会議

災害情報の伝達、災害対応資機材・非常食等の備蓄スペースの提供

○鳥取大学 松見教授
（避難行動シミュレーションの説明等）

○鳥取大学 松見教授
（避難行動シミュレーションの説明等）

防災訓練(防災講習会等）

○鳥取大学 松見教授
（避難行動シミュレーションの説明等）

○富桑地区マップが概ね完成後 ○３地区マップが概ね完成後

地域防災マップの作成

富桑、明徳、大正地区以外の地区においても、防災・減災に関する取り組みを拡大する。



４． 今後の予定について

今年度の経過 次年度の本会議での取り組み内容（予定）

（２） 今後のソフト対策の検討

各地区において来年度実施するソフト対策について、具体的な時期、内
容等を関係機関と調整し、実施していく。

１０

（１）各地区におけるソフト対策の実施を推進・補助

今後の千代川流域のソフト対策の取り組みを、先進地区の事例等を参
考にしながら検討していく。

平成22年7月28日 第1回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

・分科会設立趣旨、規約
・千代川流域の特徴と課題
・気候変動の現状
・今後の分科会の進め方
・水災害意識アンケート調査の実施について

平成22年8月3日 千代川流域圏会議（第1回目の内容報告と意見聴取）

平成22年10月27日

・温暖化による水害リスクの変化について
・アンケート調査結果の分析
千代川流域における水災害の取り組みの現状と課題
・適応策（ソフト的な取り組み）について

流域住民に対する
水害意識アンケート

第２回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

平成23年1月19日

・千代川流域住民の水災害意識についての課題の確認
・今後取り組むべき具体的なソフト対策案について

第３回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

平成23年3月15日

・次年度のソフト対策の内容について
・次年度の取り組みのロードマップについて 等

第４回 気候変動にともなう防災・減災を考える会

地域防災マップの作成

防災訓練の実施

防災講習会の実施 等

◆ソフト対策を継続実施していくための仕組みについて

◆国、県、市の提供する防災情報の市民への周知方法について

◆防災学習会ツール(子供向け等）の作成について

◆警報等発生時における特別な情報の提供（例：警報音、警報照明）など

◆３地区(明徳、富桑、大正）以外にも、同様の取り組みを広げることを検討

◆避難場所が不足している箇所に対しての検討

◆内水氾濫(ゲリラ豪雨等）対策についての取り組みの検討 等

平成23年3月23日 千代川流域圏会議（今年度成果の報告と次年度の取り組み）

○防災・減災意識の向上にむけた取り組みの実施
（地域防災マップの作成、防災講習会等）

↓
○課題の抽出とフォローアップ

平
成
23
年
度


